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中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
害

は

じ

め

に

五四三ニ ー

に） （→ 
苦典用模 詩は
吟 韻字

と のの

閂故字擬誤重病め

と まな

りり

私
は
宋
代
の
詩
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
者
で
あ
る
が
、
末
日
以
後
、
宋
代
の
詩
が
日
本
に
輿
え
た
影
響
の
大
き
い
こ
と
を
知
り
、
非

常
な
興
味
を
覺
え
た
。
そ
こ
で
、
さ
し
あ
た
り
、
宋
代
の
代
表
的
詩
人
で
あ
る
黄
山
谷
が
日
本
の
五
山
文
學
と
ど
の
よ
う
な
闘
わ
り
を
持

っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
、
「
黄
山
谷
詩
の
特
色
」
（
『
東
洋
文
化
』
第
二
十
二
披
・
一
九
七
九
年
）
と
題
し
て
疲
表
し
た
。

そ
の
後
、
さ
ら
に
日
本
の
漢
詩
文
を
諮
ん
で
い
る
う
ち
に
、
江
戸
時
代
、
大
阪
に
懐
徳
堂
と
い
う
學
塾
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、

じ

に

中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
書

落

月

嬌



多
い
が
、
鉄
勁
の
あ
る
詩
も
少
な
く
な
い
。
始
め
に
そ
の
餓
黙
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
二
節
に
分
け
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

え
ば

詩

病

江
戸
後
期

そ
こ
の
代
表
者
で
あ
っ
た
中
井
竹
山
・
中
井
履
軒
兄
弟
が
す
ぐ
れ
た
詩
人
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

う
ち
に
、
宋
明
時
代
の
詩
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
氣
が
つ
い
た
。

の
み
な
ら
ず
、
雨
人
の
詩
文
を
讀
む

し
か
し
、
雨
兄
弟
、
と
り
わ
け
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
論
評
し
た
も
の
が
少
な
い
こ
と
を
知
り
、
こ
の
方
面
に
つ
い
て
の
研
究
が
未
開
拓

で
あ
る
こ
と
を
残
念
に
思
っ
た
。
そ
こ
で
、
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
、
中
國
文
學
を
専
攻
す
る
中
國
人
の
眼
か
ら
み
て
の
評
債
を
試
み
よ
う

と
思
う
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
懐
徳
堂
、
な
ら
び
に
江
戸
時
代
後
期
の
諸
環
境
に
つ
い
て
の
私
の
知
識
は
乏
し
い
。
西
村
時
彦
氏
の
『
懐
徳
堂
考
』

徳
記
念
會
・
一
九
二
五
年
）
・
加
地
伸
行
氏
ら
著
『
中
井
竹
山
・
中
井
履
軒
』
（
明
徳
出
版
祉
・
一
九
八

0
年
）
に
依
っ
て
、
そ
の
大
盟
を

知
り
得
た
だ
け
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
本
来
な
ら
ば
、
竹
山
を
め
ぐ
る
人
々
と
の
開
わ
り
や
、
同
時
代
に
お
い
て
有
名
な
詩
祉
で
あ
っ
た
混
沌
祉
の
詩
と
の
闘
係
な

ど
に
つ
い
て
闊
連
づ
け
な
が
ら
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
ま
ず
最
初
の
階
段
と
し
て
、
竹
山
の
詩
そ
の
も
の
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
に
つ
い

て
の
評
償
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
以
後
、
稿
を
改
め
て
竹
山
詩
の
内
面
世
界
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
な
い
た
い
と
思
う
。

周
知
の
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、
念
の
た
め
に
附
言
す
る
と
、
竹
山
は
文
化
二
年
(
-
八

0
五
年
）
、
七
十
五
歳
で
没
し
た
。

に
お
け
る
日
本
最
高
の
儒
者
の
一
人
で
あ
り
、
反
祖
裸
派
の
立
場
に
立
っ
た
朱
子
學
者
で
あ
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
懐
徳
堂
を
興
隆
さ

せ
た
大
功
績
者
で
あ
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
を
有
し
て
い
る
。
儒
家
と
し
て
す
ぐ
れ
た
業
績
を
残
し
て
い
る
が
、
文
學
方
面
に
つ
い
て
い

『
詩
律
兆
』
と
い
う
大
部
の
作
詩
法
書
を
撰
し
、
漢
詩
作
家
に
大
き
く
寄
奥
し
た
人
物
で
あ
る
。

中
井
竹
山
の
詩
文
集
で
あ
る
『
霙
陰
集
』
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
漠
詩
は
約
千
四
百
餘
首
あ
り
、

中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
書

そ
の
な
か
に
す
ぐ
れ
た
も
の
が
か
な
り

（懐



中
井
竹
山
の
許
に
つ
い
て
の
覺
内

＊
梅
月
園

1̂ 

△
 

夜
梅
幽
艶
月
前
遮
冬
月
寒
光
梅
上
斜

△

0
 

急
灘
回
轄
幾
重
栴

＊
賦
花
月
宜
佳
人
得
人
字

。

△
花
前
朗
月
霊
槻
春

。

1̂

過
客
未
言
花
月
好

＊
舟
下
羅
干△

0
 

載
酒
扁
舟
下
急
灘

貸
字
の
重
な
り

古
人
が
詩
を
作
る
と
き
に
は
、
重
ね
て
字
を
用
い
る
こ
と
を
さ
け
、
も
し
や
む
を
え
な
い
場
合
が
あ
れ
ば
、
必
ず
重
字
の
意
味
の
賑
別

を
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
宋
の
魏
腹
之
が
い
っ
た
と
お
り
で
あ
る
。
彼
の
『
詩
人
玉
屑
』
に
『
三
山
老
人
語
録
』
を
引
い
て
「
白
架
天
の

な
げ

劉
夢
得
に
寄
す
る
詩
に
『
蚤
白
、
無
兒
を
歎
く
』
の
句
有
り
、
劉
、
詩
を
賑
り
て
曰
く
、
華
髪
と
無
兒
と
を
嵯
く
こ
と
莫
れ
、
却
っ
て
是

は
や

れ
人
間
の
久
遠
の
期
。
雪
裡
の
高
山
、
頭
の
白
く
な
る
こ
と
蚤
く
、
海
中
の
仙
果
、
子
の
生
る
る
こ
と
迎
し
。
子
公
、
必
ず
高
門
の
疫
び

有
り
、
謝
守
、
何
ぞ
暁
鏡
の
悲
し
み
を
煩
は
す
。
幸
い
に
掘
く
の
ご
と
く
分
、
浅
き
に
非
ざ
る
を
免
れ
、
君
に
長
く
夢
熊
の
詩
を
詠
ふ
を

も

と

さ

と

祝
ふ
と
。
注
に
云
ふ
、
高
山
、
本
高
く
、
子
門
、
之
を
し
て
高
か
ら
し
め
、
二
字
の
意
、
殊
な
り
、
古
の
詩
流
、
こ
れ
を
聰
り
、
崩
人
、

重
甍
に
字
を
用
ふ
る
を
忌
む
も
の
、
甚
だ
多
し
。
東
披
、
一
詩
に
雨
字
の
耳
字
の
韻
有
り
、
亦
た
義
同
じ
か
ら
ず
と
曰
ふ
」
と
い
っ
て
い

る
。
竹
山
の
詩
に
字
を
用
い
る
と
き
、
重
な
っ
た
と
こ
ろ
は
か
な
り
多
く
、
た
と
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

翠
袖
憑
欄
欲
惨
紳

只
窺
憐
影
弄
香
人

功
寓
暗
烏
落
月
岡

＊
題
（
張
籠
）
楓
橋
夜
泊
闘

△

A

0

 

名
織
人
能
織
得
無
楓
橋
一
夜
探
騎
珠

無
磐
詩
客
奄
偏
健

花
前
の
朗
月
、
鸞
槻
の
春
、
翠
袖
、
欄
に
愚
り
て
紳
を
惨
ま
ん
と
欲
す
。

過
ぐ
る
客
、
未
だ
花
月
の
好
き
を
言
は
ず
、
只
だ
影
を
憐
み
香
を
弄
す
る
の
人
を
窺
ふ

の
み
。

お

お

な

な

め

夜
栂
の
幽
艶
、
月
前
に
迎
は
れ
、
冬
月
の
寒
光
、
栂
上
に
斜
な
り
。

け

い

つ

う

名
は
（
張
）
搬
、
人
能
く
緞
ぎ
得
る
や
無
や
、
楓
橋
の
一
夜
、
闊
珠
を
探
す
。

ご
う
ひ
と
へ

聾
無
き
詩
客
、
奄
偏
に
健
、
暗
烏
落
月
の
園
を
功
嵩
す
。

酒
を
載
す
る
の
扁
舟
、
急
灘
に
下
り
、
急
灘
幾
璽
栴
を
回
轄
す
。



右
に
學
げ
た
四
首
は
七
言
律
詩
で
、
記
琥
を
つ
け
た
如
く
、
重
字
が
多
く
出
て
束
る
。

四
回
も
、
さ
ら
に
は
八
回
も
用
い
た
場
合
あ
り
、

。

△

△

x

送
君
上
柳
塘
柳
色
鎖
江
亭

o
x
^
l
 

君
去
紅
亭
路
唯
餘
柳
眼
青

君
、
紅
亭
の
路
を
去
り
、
唯
だ
柳
眼
の
青
き
を
餘
す
の
み
。

右
に
學
げ
た
詩
は
五
言
絶
句
で
あ
る
が
、
詩
中
に
は
「
柳
」
字
は
三
回
用
い
ら
れ
、

「
別
高
山
仲
縄
」
の
詩
が
あ
る
。

△

0

△
 

今
古
多
奇
士
誰
偉
吾
子
奇

1̂ 
其
奇
難
梓
述
閾
山
忽
別
離

△

0
 

天
下
若
識
奇
士
面
且
誦
竹
山
臨
別
詩

な
ら

今
古
、
奇
士
多
く
、
誰
か
吾
が
子
の
奇
に
偽
ぶ
。

こ

i
9
9
 

其
の
奇
、
狩
か
に
述
べ
難
く
、
閾
山
、
忽
ち
別
離
す
。

し

ば

よ

天
下
若
し
奇
士
の
面
を
識
ら
ば
、
且
ら
く
竹
山
の
臨
別
詩
を
誦
め
。

右
に
撃
げ
た
詩
は
古
詩
で
、
二
聯
は
一
聯
は
七
言
で
、
詩
中
に
「
奇
」
字
は
四
回
用
い
ら
れ
、
「
士
」
、
「
山
」
、
「
別
」
字
は
各
々

二
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
「
和
答
伯
遷
花
下
見
憶
作
」
の
詩
に
、

う
ち

1̂ 

雪
裡
相
逢
彼
一
時
雨
地
春
風
更
相
思
雪
の
裡
に
相
ひ
逢
ふ
こ
と
彼
の
一
時
、
雨
地
の
春
風
、
更
に
相
ひ
思
ふ
。

x

o

x

.

 

澳
陰
花
開
君
不
見
箕
陽
花
落
我
不
知
源
陰
の
花
、
開
く
こ
と
君
見
ず
。
箕
陽
の
花
、
落
つ
る
こ
と
我
知
ら
ず
。

x

o

x

．

△

よ

花
開
花
落
春
将
識
晴
宿
空
誦
寄
束
詩
花
開
き
花
落
ち
春
賭
に
盛
き
ん
と
し
、
睛
窟
に
空
し
く
寄
来
の
詩
を
誦
む
。

と
あ
る
。
こ
の
詩
は
七
言
古
詩
で
、
詩
中
に
「
花
」
字
は
四
回
用
い
ら
れ
、

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
燕
燕
雌
雄
吟
」
の
詩
に
、

△
 

。

l̂
雌
雄
燕
子
也
衣
齊
雌
去
雄
末
各
啄
泥

△
 

△
 

雄
定
巣
時
待
雌
宿
雌
生
卵
日
喚
雄
暗

。

^
I
^
1
0

新
兒
雌
咄
雄
相
助
故
図
雄
蹄
雌
不
迷

中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
甚

た
と
え
ば
「
折
楊
柳
用
青
字
」
の
詩
が
あ
る
。

君
の
柳
塘
に
上
る
を
送
り
、
柳
色
、
江
亭
を
鎖
す
。

つ
い
ば

雌
雄
の
燕
子
、
也
衣
齊
し
く
、
雌
去
り
雄
束
り
各
々
泥
を
啄
む
。

雄
巣
を
定
む
る
と
ぎ
に
雌
を
待
ち
て
宿
り
、
雌
卵
を
生
む
日
に
雄
を
喚
び
て
暗
く
。

新
兒
、
雌
哺
み
て
雄
相
ひ
助
け
、
故
園
に
雄
婦
る
も
雌
迷
は
ず
。

「
相
」
、
「
春
」
、
「
開
」
、
「
落
」
な
ど
は
各
々
二
回
用
い
ら
れ

「君」

字
は
二
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。
外
に
、

一
字
を
二
回
用
い
た
ほ
か ニ

四

ま
た
一
字
を
三
回
も
、



中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
書

た
、
た
と
え
ば
「
詠
史
」

の
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。

x
 

暫
解
奉
天
危
逼
鰈x

 

一
椎
破
砕
老
姦
顔

の
一
の

「
鱚
」
は
尤
韻
、

二
五

「
顔
」
は
側
韻
で
あ
る
。
ま
た
、

殷
公
、
倒
に
司
農
の
印
を
用
い
、
暫
く
奉
天
危
逼
の
饂
を
解
く
。

「
多
」
は
阻
韻
、

祝
史
、
寒
杏
を
驚
か
し
、
石
梁
、
雪
を
衝
き
て
過
ぐ
。

が
、
た
ま
に
落
韻
す
る
こ
と
は
免
れ
え
な
か
っ
た
。

①
 

た
と
え
ば

「
過
」
は
箇
韻
、
或
は
歌
韻
で
あ
る
。
ま

い
づ

雄
子
明
年
李
雌
後
雌
雛
何
虞
逐
雄
悽
雄
子
明
年
雌
を
率
き
て
後
、
雌
雄
何
れ
の
慮
に
か
雄
を
逐
ひ
て
棲
む
。

と
あ
る
。
こ
の
詩
は
七
言
律
詩
で
、
「
雌
」
、
「
雄
」
の
字
は
八
句
の
な
か
に
か
わ
る
が
わ
る
用
い
ら
れ
、
し
か
も
第
一
句
の
「
雌
雄
燕
子

皇
衣
齊
」
と
い
っ
た
と
お
り
に
雌
や
雄
ぱ
い
ず
れ
も
黒
色
で
、
各
々
八
回
出
て
束
れ
ば
、
全
く
雌
か
雄
か
を
犀
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
、

判
断
力
を
失
な
わ
せ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
詩
は
面
白
半
分
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
重
字
を
用

い
た
詩
が
多
い
が
、
紙
幅
の
闊
係
上
、
す
べ
て
を
畢
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

口
、
韻
の
誤
ま
り

こ
れ
も
つ
ぎ
の
よ
う
な
二
つ
に
分
け
て
述
べ
る
。

落
韻
に
つ
い
て
。
宋
の
胡
仔
の
『
丑
召
漢
漁
唸
叢
話
』
に
「
袈
虔
餘
云
ふ
、
満
額
の
鵠
黄
の
金
棲
衣
、
翠
屈
浮
動
し
て
玉
紋
垂
れ
、

敦
へ
に
従
ひ
て
水
鴻
ぎ
羅
襦
温
り
、
是
れ
巫
山
の
雨
を
行
な
ふ
と
こ
ろ
よ
り
蹄
る
を
疑
ふ
と
。
『
廣
韻
』
、
『
集
韻
』
、
『
韻
略
』
に
、
垂
と

蹄
と
み
な
韻
同
じ
か
ら
ず
、
こ
の
詩
、
落
韻
と
為
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
古
人
は
詩
を
作
る
と
き
に
落
韻
す
る
こ
と
を
な
る
べ
く
さ
け
た

白
櫻
賢
紳
宇

祝
史
驚
寒
杏

さ
て
、
竹
山
詩
に
は
落
韻
し
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

x
 

隔
岸
落
花
多x

 

石
梁
衝
雪
過

と
あ
る
。
こ
の
詩
は
五
言
絶
句
で
、
第
一
句
は
「
平
起
不
入
韻
」
で
あ
る
。

殷
公
倒
用
司
農
印

象
笏
安
骰
朱
亥
手

た
と
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
す
「
祓
川
櫻
花
」
の
詩
に
、

か
げ

白
櫻
、
紳
宇
に
賢
り
、
岸
を
隔
て
て
落
花
多
し
。

象
笏
安
ん
ぞ
朱
亥
の
手
を
骰
り
ん
や
、

右
に
學
げ
た
詩
は
七
言
絶
句
で
、
第
一
句
は
「
平
起
不
入
韻
」
で
あ
る
。

一
椎
し
て
老
姦
の
顔
を
破
砕
す
。



施
治
如
流
水

ぎ
の
よ
う
に
示
す
「
扁
胴
賛
」
の△

 

能
視
垣
一
方]̂ 

閲
物
成
閻
方

施
治
す
る
こ
と
流
水
の
如
く
、
物
に
随
ひ
て
閏
方
を
成
す
。

②
 

或
は
問
韻
で
あ
る
。

重
韻
に
つ
い
て
。

右
に
摯
げ
た
詩
は
五
言
律
詩
で
、
第
一
句
は
「
平
起
不
入
韻
」
で
あ
る
。

「
會
」
は
泰
韻
、

盪
極
其
勝
人

波
接
檻
湧
緑

詩
罷
幽
情
轄

つ
ぎ
の
よ
う
に
示
す
「
十
六
夕
御
風
棲
宴
集
分
韻
雲
字
」
の
詩
も
そ
う
で
あ
る
。

は

望

後

更

無

會

望

前

、

三

日

痴

れ

、

望

後

、

更

に

會

ふ

無

し

。

こ

と

ご

と

ま

さ

皆
鳴
以
文
金
盪
く
其
の
人
に
勝
る
を
極
め
、
皆
鳴
ら
す
に
文
を
以
て
金
と
す
。

わ
か

樹
向
橋
口
分
波
、
檻
に
接
ぎ
て
緑
を
湧
き
、
樹
、
橋
口
に
向
ひ
て
分
つ
。

を
は

哀
箪
隔
壁
聞
詩
罷
り
て
幽
情
轄
じ
、
哀
第
、
壁
を
隔
て
て
聞
く
。

桑
君
授
紳
訣

『
詩
人
玉
屑
』
は
『
孔
毅
夫
雑
誌
』
を
引
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

押
す
を
好
み
て
以
て
工
を
示
す
。
而
る
に

「
退
之
の
詩
、
狭
韻
、
累
句
を

て
韻
を
用
ふ
る
の
病
と
為
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
双
鳥
の
詩
に
雨
つ
の
頭
字
を
押
し
、

杏
花
の
詩
に
雨
つ
の
花
字
を
押
す
。
苫
淡
の
漁
隠
曰
く
、
皇
甫
堤
の
公
安
園
池
の
詩
を
訊
む
に
、

ま
た
雨
つ
の
閑
字
を
押
す
。
日
夜
に
閑

う
れ

な
る
を
得
ず
、
君
子
閑
な
る
べ
か
ら
ず
。
蓋
し
退
之
重
昼
し
て
韻
を
用
い
る
を
好
み
て
以
て
己
の
詩
意
を
盛
し
、
其
の
病
と
為
る
を
怖
ヘ

で
あ
る
。
「
橋
」
字
を
重
ね
て
押
韻
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

ざ
る
な
り
」
と
。
こ
れ
は
魏
慶
之
と
孔
毅
夫
と
は
、
附
の
韓
退
之
と
皇
甫
混
と
の
詩
を
作
る
と
き
に
重
ね
て
韻
を
用
い
る
を
好
ん
だ
絨
閥

を
指
摘
し
た
語
で
あ
る
。
全
首
詩
の
韻
に
同
じ
字
を
用
い
る
の
は
竹
山
に
も
あ
り
、
た
と
え
ば
「
故
園
路
得
橋
字
」
の
詩
が
あ
る
。

十
載
覇
愁
今
始
消
依
然
山
路
馬
蹄
橋
十
載
の
覇
愁
、
今
始
め
て
消
へ
、
依
然
た
る
山
路
馬
蹄
橋
、

柳
邊
認
得
分
摘
慮
詩
句
依
稀
在
板
橋
柳
邊
に
分
携
の
と
こ
ろ
を
認
得
し
、
詩
句
、
依
稀
と
し
て
板
橋
に
在
り
。

右
に
摯
げ
た
詩
は
七
言
絶
句
で
、
第
一
句
は
「
仄
起
入
韻

桑
君
、
紳
訣
を
投
け
、
能
＜
垣
の
一
方
を
視
る
。

羞
前

中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
書

は
侵
韻
、

つ

「
分
」
、
「
聞
」
は
文
韻
、

二
六



中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
古

贈
趣
又
起
競

齊
和
八
減
妙

と
あ
る
。
こ
の
詩
は
五
言
古
詩
で
あ
り
、
全
首
に
「
方
」
一
字
の
韻
（
陽
韻
）
を
用
い
た
だ
け
で
あ
る
。
全
首
に
お
い
て
一
字
の
韻
で
押

韻
し
た
も
の
と
し
て
、
つ
ぎ
に
示
す
「
至
日
酒
槻
小
集
得
七
陽
」
の
詩
が
あ
る
。

き
た

尊
酒
賂
酔
束
復
陽
紅
亭
隔
在
漠
川
陽
尊
酒
も
て
賂
に
酔
は
ん
と
し
て
復
陽
、
束
り
、
紅
亭
、
隔
て
ら
れ
て
澳
川
の
陽
に
在
り
。

自
笑
老
身
移
几
杖
心
灰
不
動
坐
斜
陽
自
ら
老
身
の
几
杖
を
移
す
を
笑
ひ
、
心
灰
し
動
か
ず
し
て
陽
斜
に
坐
す
。

右
に
畢
げ
た
詩
は
七
言
絶
句
で
、
第
一
句
は
「
仄
起
入
韻
」
で
あ
る
。
全
首
、
「
陽
」
一
字
の
韻
（
陽
韻
）
を
用
い
た
だ
け
で
あ
る
。

重
韻
に
つ
い
て
は
、
中
闘
詩
史
の
う
え
に
お
い
て
、
六
朝
時
代
か
ら
始
ま
り
、
た
と
え
ば
謝
盛
連
の
「
述
祖
徳
詩
」
中
に
「
段
生
蕃
魏

は
ん

圏
，
展
季
救
魯
人
。
」
「
恵
物
僻
所
賞
，
動
志
故
絶
人
。
」
（
「
段
生
は
魏
園
に
蕃
た
り
、
展
季
は
魯
人
を
救
ふ
。
」
「
物
を
恵
み
て
賞
せ
ら

も

と

す

ぐ

る
る
を
僻
し
、
志
を
勘
ま
し
て
故
よ
り
人
に
絶
る
」
）
と
あ
り
、
一
首
に
二
つ
の
「
人
」
字
を
押
韻
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
陸
士
衡

お
も
ひ

の
「
擬
行
行
重
行
行
」
中
に
「
此
思
亦
何
思
，
思
君
徽
輿
音
。
」
「
驚
底
袋
反
信
，
蹄
雲
難
寄
音
。
」
（
「
こ
の
思
亦
た
何
を
か
思
ふ
。
君

が
徽
と
音
と
を
思
ふ
。
」
「
驚
殿
は
信
を
反
す
を
装
ち
、
蹄
雲
に
は
音
を
寄
せ
難
し
」
）
と
あ
り
、
一
首
に
二
つ
の
音
」
字
を
押
韻
し
た

ん

と

う

る

も
の
で
あ
る
。
阪
籍
の
「
詠
懐
詩
」
中
に
「
如
何
嘗
路
子
，
磐
折
忘
所
師
。
」
「
黄
鵠
遊
四
洵
，
中
路
賂
安
蹄
。
」
（
「
如
何
ぞ
嘗
路
の

け

い

せ

つ

か

へ

こ

う

こ

く

ち

ゅ

う

る

い

っ

磐
折
し
て
蹄
る
と
こ
ろ
を
忘
る
。
」
「
黄
鵠
は
四
海
に
遊
び
、
中
路
、
賂
に
安
く
に
か
蹄
ら
ん
と
す
る
」
）
と
あ
り
、

字
を
押
韻
し
て
い
る
。

唐
の
詩
人
た
ち
も
押
韻
す
る
の
に
、

よ
く
重
ね
て
用
い
た
。
杜
甫
の
詩
に
つ
い
て
い
え
ば
、
重
ね
て
押
韻
し
た
詩
作
は
い
く
つ
も
あ
る
。

た
と
え
は
「
飲
中
八
仙
歌
」
中
に
「
知
章
騎
馬
似
乗
船
」
、
「
天
子
呼
束
不
上
船
」
、
「
眼
花
落
井
水
底
眠
」
、
「
長
安
市
上
酒
家
眠
」
、
「
汝
陽

三
斗
始
朝
天
」
、
「
學
胴
白
眼
望
青
天
」
、
「
餃
如
玉
樹
臨
風
前
」
、
「
蘇
晉
長
齋
繍
佛
前
」
、
「
脱
帽
露
頂
王
公
前
」
（
「
知
章
が
馬
に
騎
る
は
船

の

ぽ

め

は

な

い

ね

む

に
乗
る
に
似
た
り
」
、
「
天
子
、
呼
び
束
れ
ど
も
船
に
上
ら
ず
」
、
「
眼
花
さ
き
井
に
落
ち
て
水
底
に
眠
る
」
、
「
長
安
の
市
上
酒
家
に
眠
る
」
、

△
 

磐
琥
布
四
方△

 

萬
世
訓
墜
方

の
披
ぶ
こ
と
四
方
に
布
く
。

齊
和
八
減
妙
た
り
、
萬
世
に
翠
方
を
間
く
。

さ
と

趣
を
賠
り
ま
た
戟
を
起
し
、

二
七

一
首
に
二
つ
の
「
蹄
」



字、

又
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△

△
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△

 

何
虞
難
忘
酒

罪
腐
潮
南
去

△

△

△

△

Î 

此
時
無
一
蓋

雪
霜
幽
北
行

寒
燈
旅
館
情

夢
被
塞
鴻
驚

し
か
し
、
全
篇
に

て
い
る
。

二
、
模

擬

何
れ
の
虞
に
か
酒
を
忘
れ
雖
き
。
風
塵
落
愧
の
情
な
り
。

に
も
こ
の
よ
う
な
類
が
か
な
り
多
く
、

じ

よ

ょ

う

さ

か

ず

き

「
汝
陽
は
三
斗
始
め
て
天
に
朝
す
」
、
「
腸
を
畢
げ
白
眼
青
天
を
羞
む
」
、
「
餃
と
し
て
玉
樹
の
風
前
に
臨
む
が
如
し
」
、
「
薩
晉
長
齋
す
繍

あ
ら

佛
の
前
」
、
「
帽
を
脱
し
頂
を
露
は
す
王
公
の
削
」
）
と
あ
る
。
こ
の
歌
は
三
十
二
句
あ
り
、
そ
の
う
ち
に
、
「
船
」
、
「
眠
」
、
「
天
」
は
二
つ
、

「
前
」
は
三
つ
で
あ
る
。
杜
詩
の
ほ
か
、
韓
退
之
の

た
と
え
ば
「
李
花
詩
」
に

「
双
鳥
詩
」
に
「
州
」
、
「
秋
」
、
「
休
」
字
は
各
々
二
つ
押
韻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
の
詩
人
も
こ
の
よ
う
に
重
ね
て
押
韻
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
す
べ
て
畢
げ
る
紙
幅
が
な
い
。
竹
山
詩
の
重
韻
は
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
前
人
に
ま
ね
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

字
だ
け
の
韻
字
を
用
い
る
と
い
う
よ
う
な
例
は
、
前
人
の
詩
中
に
そ
の
例
を
見
な
い
。

竹
山
は
前
人
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
を
ま
ね
る
こ
と
が
好
き
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
す
「
次
白
香
山
詩
。
云
何
慮
難
忘
酒
，
天
涯
話
歯
情
。
青
雲
倶
不
逹
，
白
髪
遁
相
驚
。
二
十
年
前

い
づ

別
'
-
―
―
千
里
外
行
。
此
時
無
一
蓋
，
何
以
絞
平
生
。
韻
傲
其
憫
。
」
（
白
香
山
の
詩
に
次
す
。
何
れ
の
と
こ
ろ
に
か
酒
を
忘
れ
難
き
。
天

た

が

い

そ

と

涯
に
祖
情
を
話
す
。
青
雲
倶
に
逹
せ
ず
、
白
髪
遁
に
相
ひ
驚
く
。
二
十
年
の
前
に
別
れ
、
三
千
里
の
外
に
行
く
。
こ
の
と
き
に
一
蓋
無
く

ん
ば
、
何
を
以
て
平
生
を
絞
べ
ん
や
と
云
ふ
。
韻
、
そ
の
暢
に
傲
ふ
）
の
詩
が
あ
る
。

△

△

△

△

1̂ 

何

虞

難

忘

酒

何

れ

の

縫

に

か

酒

を

忘

れ

難

き

。

寒

燈

旅

館

の

情

な

り

。

肌

依

布

会

薄

肌

、

布

袋

に

依

り

て

薄

く

、

夢

、

塞

鴻

に

驚

か

る

。

し

ょ

う

れ

い

う

し

お

よ

る

旅
艇
の
潮
、
南
へ
去
り
、
雪
霜
の
幽
に
北
へ
行
く
。

い
か
で

こ
の
時
に
一
蓋
無
く
ん
ば
、
争
奈
か
百
愁
生
ぜ
ん
や
。

争
奈
百
愁
生

風
塵
落
塊
情

中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
甚

『
詩
純
』
や
唐
、
宋
、
明
の
詩
は
み
な
そ
の
ま
ね
る
劉
象
と
さ
れ

字
は



中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て

回
頭
兄
弟
遠

他
信
死
喪
驚

何
耐
鏡
霜
生

春
夏
秋
冬
に
涙
し
、
東
西
南
北
へ
行
く
。

い
か
で

こ
の
時
に
一
蓋
無
く
ん
ば
、
何
耐
か
鏡
霜
生
ぜ
ん
や
。

右
に
學
げ
た
詩
は
、
白
香
山
の
「
何
虞
難
忘
酒
」
七
首
の
一
の
韻
字
を
用
い
た
い
わ
ゆ
る
「
次
韻
」
詩
で
あ
る
。
次
韻
と
は
、
他
人
の
詩

と
同
じ
韻
字
を
そ
の
順
序
ど
お
り
に
用
い
て
詩
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
次
韻
詩
は
宋
以
前
現
れ
た
こ
と
が
少
な
く
、
宋
に
入
る
と
、
詩
人

が
詩
で
應
酬
し
た
の
で
、
唱
酬
詩
と
し
て
盗
ん
に
な
り
、
詩
人
た
ち
は
こ
の
仕
方
を
よ
く
と
っ
た
。
た
と
え
ば
暇
東
披
や
黄
山
谷
の
詩
集

中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
う
い
う
詩
作
は
ま
こ
と
に
多
い
。
竹
山
の
こ
の
詩
は
、
白
詩
の
韻
字
（
情
、
驚
、
行
、
生
）
を
用
い
た
だ
け
で

は
な
く
て
、
し
か
も
第
一
句
の
「
何
慮
難
忘
酒
」
及
び
第
七
句
の
「
此
時
無
一
蓋
」
の
二
句
は
、
そ
の
ま
ま
白
香
山
の
詩
句
を
用
い
た
も

の
で
あ
り
、
黄
山
谷
の
有
名
な
詩
論
で
あ
る
「
換
骨
奪
胎
」
の
仕
方
を
思
わ
せ
る
。

竹
山
の
こ
の
詩
は
、
白
詩
か
ら
「
換
骨
奪
胎
」
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

を
な
ら
う
ほ
か
、

か
れ
が
白
詩
の
韻
字
を
と
っ
て
ス
タ
イ
ル

を
ま
ね
、
自
身
の
落
塊
し
て
い
る
状
態
を
述
べ
る
の
は
、
生
々
し
く
人
に
感
動
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
竹
山
は
、
古
人
の
詩
の
ス
タ
イ
ル

ま
た
古
人
の
詩
と
唱
和
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
。
中
國
で
は
、
古
人
の
詩
に
な
ら
う
こ
と
に
つ
い
て
、
詩
史
の
う
え
に
お

い
て
、
そ
の
例
が
多
い
が
、
古
人
の
詩
と
唱
和
す
る
例
は
少
な
い
。
そ
れ
は
磋
東
披
が
始
め
た
ら
し
く
、
彼
の
「
和
陶
詩
」
四
巻
は
有
名

で
あ
る
。
竹
山
に
も
「
和
東
披
雪
韻
」
と
「
夜
雨
和
陸
放
翁
」
な
ど
の
唱
和
詩
が
あ
る
。

陸
放
翁
は
南
宋
の
有
名
な
詩
人
で
あ
り
、

そ
の
『
剣
南
詩
稿
』
に
現
れ
た
彼
の
生
活
は
、
遊
び
を
好
み
、
非
常
に
放
縦
な
詩
人
で
あ
り
、

（
高
木
正
一
先
生
の
御
指
敦
に
よ
れ
ば
、
「
放
翁
」
の
「
放
」
は
、
そ
こ
か
ら
来
て
い
る
。
）
山
水
を
遊
歴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
詩
の

感
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。
竹
山
の
『
奨
陰
集
』
を
通
讀
す
る
と
、
竹
山
も
つ
ね
に
山
水
を
遊
歴
し
、
詩
を
作
っ
て
唱
和
す
る
こ
と
に
忙
し

か
っ
た
こ
と
が
分
る
。
彼
は
、
晩
年
に
な
っ
て
も
、
や
は
り
こ
の
よ
う
で
あ
り
、
彼
の
「
花
月
櫻
宴
集
分
韻
同
賦
得
十
三
輩
」
の
詩
は
、

す
な
わ
ち
そ
の
證
捩
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
、
「
園
池
花
月
外
，
冬
景
亦
堪
耽
。
霜
染
周
千
樹
，
魚
寒
集
一

春
夏
秋
冬
涙

△

△

△

^

 

此
時
無
一

東
西
南
北
行

め
ぐ

頭
を
回
ら
す
に
兄
弟
遠
く
、
信
を
傭
へ
て
死
喪
に
驚
か
る
。

二
九



親
近
感
を
抱
い
た
の
で
、
そ
の
後
を
お
い
か
け
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
「
酒
學
陶
元
亮
，
詩
追
陸
放
翁
。
」

（
癸
未
歳
晩
書
堂
小
集
輿
諸
友
走
筆
和
坐
間
翁
字
韻
）
（
「
酒
は
陶
元
亮
に
學
び
、
詩
は
陸
放
翁
を
追
ふ
。
」
癸
未
歳
晩
、
書
堂
に
小
し
く

集
ま
り
、
諸
友
と
走
筆
し
て
坐
間
の
翁
字
の
韻
に
和
す
）
と
い
っ
て
い
た
。
力
を
つ
く
し
て
陸
放
翁
の
詩
名
を
追
い
か
け
る
た
め
に
、
彼

は
陸
詩
を
十
分
に
消
化
し
て
「
夜
雨
和
陸
放
翁
」
の
詩
を
作
っ
た
。
彼
は
陸
放
翁
の
「
冬
夜
聴
雨
戯
作
」
の
「
遠
棚
貼
滴
如
琴
筑
，
敬
枕

か
た
む

幽
齋
聴
始
奇
゜
憶
在
錦
城
歌
吹
海
，
七
年
夜
雨
不
曾
知
。
」
（
祖
を
逃
る
の
貼
滴
、
琴
筑
の
如
く
、
枕
を
畝
け
て
幽
齋
に
聴
き
て
始
め
て

奇
な
り
。
憶
ひ
、
錦
城
の
歌
吹
の
海
に
在
り
、
七
年
の
夜
雨
曾
て
知
ら
ず
）
の
詩
を
こ
わ
し
て
ば
ら
ば
ら
に
し
て
更
め
て
つ
ぎ
の
よ
う
な

詩
を
作
っ
た
。

春
嗚
の
詩
を
作
り
、
年
、

琴
筑
送
棚
依
椒
奇

滴
城
歌
吹
不
曾
知

か
た
む

夜
束
黙
滴
し
て
枕
重
ね
て
敬
き
、
琴
筑
棚
を
遠
り
て
藷
に
依
っ
て
奇
な
り
。

十
載
の
幽
齋
、
雨
磐
の
外
、
城
に
満
つ
る
の
歌
吹
、
曾
っ
て
知
ら
ず
。

北
宋
の
王
方
直
は
か
っ
て
同
じ
北
宋
の
秦
少
滸
が
蘇
東
披
の
詩
に
ま
ね
す
ぎ
た
映
黙
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

の
jVi
に
加
て
、

の
中
に
在
る
有
り
、
而
し
て
少
滸
、
念
充
哀
の
詞
を
作
る
に
、

お

も

へ

は

な

は

乃
ち
云
ふ
、
風
、
使
者
の
腔
抗
の
上
に
生
じ
、
春
、
賠
軍
の
俎
豆
の
中
に
在
り
と
。
余
、
以
為
ら
く
依
防
す
る
こ
と
太
甚
だ
し
」
（
『
詩
人

玉
屑
』
巻
八
に
『
王
方
直
詩
話
』
を
引
く
）
と
。

夜
束
廊
滴
枕
重
敬

十
載
幽
齋
雨
磐
外

格
が
近
く
、

一
生
懸
命
に
陶
詩
と
争
う
こ
と
を
考
え
、

の

△

△

△

△

△

 

渾
。
幽
旺
心
自
遠
，
吟
興
酒
倶
甜
。
酔
臥
君
休
笑
，
頻
齢
七
十
三
」

（
池
園
花
月
の
外
、
冬
景
も
亦
た
耽
る
に
堪
ふ
。
霜
、
周
く
千
樹
を

た
の

染
め
、
魚
、
寒
く
一
澤
に
集
ま
る
。
幽
庇
、
心
自
ら
遠
く
、
吟
興
、
酒
倶
に
酬
し
む
。
酔
ひ
臥
す
れ
ば
、
君
笑
ふ
こ
と
休
め
よ
、
頻
齢
七

+
―
―
-
）
と
。
こ
の
詩
は
、
竹
山
の
亡
く
な
る
三
年
前
に
作
ら
れ
た
作
品
で
あ
り
、
詩
を
歌
い
、
詩
を
作
る
こ
と
は
か
れ
の
一
生
の
仕
事
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
梅
、
菊
や
山
、
雨
な
ど
の
自
然
を
好
む
だ
け
で
は
な
く
て
、
同
時
に
琴
や
酒
を
も
好
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
彼
は
蘇
東
披
と
同
様
に
オ
氣
走
っ
た
詩
人
で
あ
っ
た
。
縣
東
披
は
陶
淵
明
の
詩
が
有
名
で
あ
り
、

感
を
抱
い
た
の
で
、

そ
れ
で
彼
は

「
和
陶
詩
」
四
巻
を
作
っ
た
。
竹
山
も
陸
詩
が
有
名
で
あ
り
、

し
か
も
風
格
が
近
く
、
親
近

「
東
披
、
蔵

し
か
も
風

中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
書

10 



中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
書

＊
平
安
春
望

△
 

宵
暗
金
城
樹

△
 

香
追
紫
陪
塵

「
貼
鐵
成
金
」

よ
う
な
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
模
擬
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
良
い
詩
法
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、

三
、
用

竹
山
詩
に
お
い
て
、
前
に
學
げ
た
よ
う
な
黙
が
有
る
け
れ
ど
も
、

に
は
非
常
に
巧
み
な
佳
篇
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
佳
篇
の
一

い
く
つ
か
の
例
を
畢
げ
て
置
こ
う
。

白
さ
や
新
鮮
さ
が
あ
る
が
、

字

い
つ
も
そ
う
で
あ
る
と
、

そ
の
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
の
詩
作

一
句
は
ほ
し
い
ま
ま
に
筆
を
下
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に

青
、
金
城
の
樹
を
暗
く
し
、
香
、
紫
阻
の
塵
を
追
ふ
。

の
憤
値
を
貶
し
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
。

た
ま
に
す
れ
ば
、
面

「
江
西
詩
派
」
で
あ
る
詩
人
た
ち
は
、
杜
甫
や
黄
山
谷
に
な
ら
っ
て
も
、

な
ど
の
詩
論
を
唱
え
た
。

こ
の
よ
う
な
ま
ね
る
こ
と
に
つ
い
て
い
え
ば
、
竹
山
が
古
人
の
詩
に
ま
ね
る
こ
と
は
「
依
信
す
る
こ
と
太
甚
だ
し
」
の
指
摘
も
あ
り
、

作
詩
の
オ
氣
が
有
る
の
に
、
ど
う
あ
っ
て
も
古
人
の
學
問
の
入
口
に
さ
迷
お
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
竹
山
は
大
い
に
中
園
の
古
人
の

詩
に
ま
ね
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

三
派
に
つ
い
て
い
え
ば
、

ま
こ
と
の
作
詩
す
る
オ
氣
を
か
え
っ
て
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
晩
唐
盟
」
は
晩
胆
の
詩
人
に
な

ら
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
全
く
融
通
の
き
か
な
い
模
擬
の
な
か
で
摸
索
し
、
新
し
い
創
作
の
成
果
が
な
か
っ
た
。
蘇
舜
欽
や
栴
党
臣
な
ど
は

さ
て
、
中
國
で
は
、
古
人
の
詩
に
模
擬
す
る
風
潮
に
つ
い
て
、
宋
代
が
も
っ
と
も
盛
ん
な
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
初
期
の
宋
詩

「
西
毘
骰
」
は
唐
の
李
商
隠
に
な
ら
い
、

は
白
居
易
に
な
ら
い
、

「
西
毘
餞
」
に
反
封
し
た
が
、
自
身
の
詩
作
も
か
っ
て
唐
詩
の
束
縛
を
脱
出
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
獣
陽
修
、
王
安
石
や
蘇
東
披
な

ど
は
唐
詩
の
情
調
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
深
か
っ
た
。
黄
山
谷
に
至
っ
て
は
、
力
い
っ
ば
い
杜
甫
に
ま
ね
、

明
ら
か
に
古
人
に
模
擬
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

き
ざ

「
鵠
を
刻
む
も
謄
に
類
す
」
と
い
う
よ
う
に
何
に
も
似
つ
か
ぬ

さ
ら
に
「
換
骨
奪
胎
」
や

南
宋
の
末
期
に
な
る
と
、

い
わ
ゆ
る



△

1̂ 

誰
錆
賓
鏡
作
織
鉤

あ
る
立
餞
感
を
生
ま
せ
て
い
る
。

＊
寄
子
棋

△
 

氣
凌
蓮
岳
十
秋
雪

右
に
畢
げ
た
詩
句
は
、

已
に
明
珠
を
掲
げ
て
老
蛙
に
師
し
、
誰
か
賓
鏡
を
錆
か
し
て
織
鉤
を
作
る
。

お
お

カ
カ

騒
人
、
燭
を
挑
げ
て
坐
り
、
哀
雁
、
宮
を
掩
ふ
も
聞
ゆ
。

三
更
に
接
ぎ
て
断
ち
、
月
、
亭
午
を
過
ぎ
て
明
し
。

し
の

氣
は
蓮
岳
を
凌
ぎ
て
十
秋
皆
は
松
洲
を
裂
き
て
萬
里
の
波
。

―
つ
の
巧
み
な
劉
偶
の
な
か
に
「
動
態
」
と
「
静
態
」
と
の
動
詞
を
用
い
、
全
閥
の
聾
面
を
し
て
生
々
鮮
明
に
し
、

＊
中
秋
不
見
月
得
雲
字

△

△

△

1̂ 

駿
人
挑
燭
坐
哀
雁
掩
宿
聞

＊
喜
子
華
至
席
上
賦
掴

△

△

△

1̂ 

春
風
随
塵
動
夜
雨
饒
床
懸

＊
中
秋
月
食

△

A
1
 

已
拠
明
珠
蹄
老
蛙

＊
賦
美
人

△
 

皆
裂
松
洲
萬
里
波

＊
和
玄
通
中
秋
宴
脇

阪
大
夫
館
韻
却
寄

△
 

美
酒
千
鍾
紅
玉
乏

△
 

新
詩
一
幅
彩
雲
揺

＊
中
秋
即
事

△
 

雲
接
三
更
断

-̂
月
過
亭
午
明

代
其
裔
孫
幽
閑
翁
作

△

l̂ 

雄
園
籠
日
月
義
烈
動
乾
坤

＊
楠
中
将
四
百
回
忌
辰

中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
魯

春
風
、
塵
に
随
ひ
て
動
き
、
夜
雨
、
床
を
饒
り
て
懸
く
。

う
ご

美
酒
千
鍾
も
て
紅
玉
乏
び
、
新
詩
一
幅
も
て
彩
雲
を
揺
か
す
。

ろ
う

雄
岡
、
日
月
を
籠
し
、
義
烈
、
乾
坤
を
動
か
す
。



中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て

＊
八
月
十
五
夜
太
融
寺

＊
二
條
護
術
紀
公
椴

館
分
韻
得
雲
字

△

^

]

 

好
賢
頻
授
祭
忘
拙
漫
論
文

＊
観
音
豪
遊
差̂l 

観
音
豪
畔
花
若
舞

泉
此
日
閲
泉
有
約
而
不
果

＊
輿
伯
遷
箕
山
賞
楓
却
寄
蘭

△
 

観
音
憂
頭
鳥
如
歌

＊
同
賦
荷
浄
納
涼
時
得
深
字

△

△

 

迎
風
香
更
遠
含
露
色
偏
深

賞
月
寄
服
仲
立

△

^

-

今
宵
初
餃
潔
一
別
更
凄
涼

△

△

 

攀
花
憐
素
艶

今
宵
初
め
て
餃
潔
な
り

一
た
び
別
れ
て
更
に
淡
涼
た
り
。

花
を
攀
じ
て
素
魏
を
憐
み
、
水
に
傍
ひ
て
新
粧
を
試
む
。

風
を
迎
へ
て
香
更
に
辿
く
、
斤
路
を
含
み
て
色
偏
に
深
し
。

賢
を
好
み
て
頻
に
架
を
投
け
、
拙
忘
れ
て
漫
に
文
を
論
ず
。

＝ 

の
畔
に
花
舞
ふ
が
若
く
観
音
豪
の
頭
に
鳥
歌
ふ
が
如
し
。

傍
水
試
新
粧

＊
寄
呈
鋭
巖
先
生

の
こ

天
護
詞
壇
逍
一
老
身
横
學
海
璃
群
川
天
、
詞
坦
を
護
り
て
一
老
を
濫
し
、
身
、
學
海
に
横
た
は
り
て
群
川
を
導
く
。

右
に
畢
げ
た
詩
句
は
、
動
詞
の
二
重
劉
偶
を
用
い
、
詩
に
い
き
い
き
と
し
た
勢
い
を
強
め
て
い
る
。

＊
送
玄
通
自
洛
蹄
龍
野

離
恨
如
山
推
不
去
蹄
心
似
水
逝
難
留
離
恨
、
山
の
如
く
推
す
も
去
ら
ず
、
蹄
心
、
水
に
似
て
逝
く
こ
と
留
め
難
し
。

右
に
組
げ
た
詩
句
は
、
副
詞
の
劉
偶
を
用
い
、
詩
の
韻
味
や
気
園
氣
の
濃
度
を
深
め
た
も
の
で
あ
る
。



＊
登
豊
公
故
墓

△

△

 

千
疇
緑
浪
殷
墟
変
十
里
紅
霞
晉
代
桃

＊
依
韻
答
君
夷
見
寄

△
 

鳳
城
浪
迩
詩
千
首

△
 

鴨
水
寒
姐
月
一
鈎

＊
闘
雛

△

△

 

辣
身
氣
相
摩
揮
血
目
具
迷

＊
正
誼
宅
送
川
習
之

之
鯖
江
得
平
字

△

△

 

越
雲
山
漸
盛
湖
雪
浪
将
平

＊
十
日
菊△

△

 

勁
葉
未
同
紅
樹
韻
清
苑
全
奪
紫
葵
香

＊
擬
送
友
人
下
第
還
郷

△

△

 

白
帝
雲
間
樹
黄
牛
雨
後
灘

＊
春
郊
用
郊
字

△

△

△

△

 

瀧
妻
青
黄
愛
林
花
紅
白
交

＊
擬
寄
道
士

△
 

禾
黍
唯
留
玄
鶴
餌

1̂ 

菱
荷
好
供
碧
霞
裳

△

1̂ 

憫
描
千
障
紫
霜
醸
半
林
丹

中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
苔

の
緑
浪
は
股
墟
の
変
、
十
里
の
紅
霞
は
晉
代
の
桃
。

鳳
城
の
浪
迩
、
詩
千
首
、
鴨
水
の
寒
煩
、
月
一
鈎
゜

そ

び

や

す

ふ

る

身
を
疎
か
し
て
氣
相
ひ
摩
り
、
血
を
揮
ひ
て
目
具
に
迷
ふ
。

え

つ

く

も

そ

び

越
、
雲
あ
る
と
き
に
は
山
漸
く
従
へ
、
湖
、

ょ

禾
黍
は
唯
だ
玄
鶴
の
餌
を
留
め
、
茨
荷
は
好
＜
碧
渥
の
裳
に
供
ふ
。

ま

瀧
変
、
青
黄
愛
は
り
、
林
花
、
紅
白
交
じ
は
る
。

白
帝
、
雲
間
の
樹
、
黄
牛
、
雨
後
の
灘
゜

た
い
ら

る
と
き
に
は
浪
将
に
平
か
な
ら
ん
と
す
。

勁
葉
、
未
だ
紅
樹
の
韻
を
同
じ
く
せ
ず
、
清
花
、
全
く
紫
英
の
香
を
奪
ふ
。

右
に
摯
げ
た
詩
句
は
色
の
封
偶
を
用
い
、
山
川
景
物
に
綺
麗
な
色
彩
を
染
め
さ
せ
、
萬
物
の
生
命
力
を
い
き
い
き
と
現
し
て
い
る
。

か

も

あ

か

憫
、
千
障
を
描
き
て
紫
し
、
霜
、
半
休
を
醸
し
て
丹
く
す
。

四



自
太
古
。
」

中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
書

勝
遊
一
＿
一
月
指
天
涯

＊
傲
明
人
早
春
作

意
氣
論
千
古

右
に
畢
げ
た
詩
句
は
、
字
眼
（
五
言
詩
で
は
第
三
字
を
、
七
言
詩
で
は
第
五
字
を
字
眼
と
す
る
）
に

草
、
木
の
よ
う
な
名
詞
）
を
用
い
、
物
盟
の
賓
在
感
を
現
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

代
其
裔
孫
幽
閑
翁
作

雄
園
籠
日
月

義
烈
動
乾
坤

＊
登
琵
琶
観
音
閣

波
濤
涵
萬
象

賓
朋
會
四
方

＊
送
或
人
之
江
都

何
来
淑
景
満
闘
中

千
里
河
山
萬
樹
花

帝
宅
山
川
氣
象
雄

高
浪
に
駕
す
。

勢
を
立
て
て
、
牡
美
の
剛
陽
さ
を
表
し
て
い
る
。
中
瞑
古
代
の
詩
人
で
は
、

（
長
風
、

天
地
裕
雙
眸

＊
十
月
朔
綾
部
伊
承
激
飲
舟

中
同
賦
次
片
山
孝
秩
韻

＊
楠
中
賂
四
百
回
忌
辰

＊
登
天
王
寺
浮
図

△
 

仙
陵
逍
愛
雲
端
樹

五

（
有
形
物
を
示
す
字
、
天
、
地
、

い
づ何

れ
に
か
束
る
淑
景
闘
中
に
満
ち
、
帝
宅
山
川
の
氣
象
、
雄
た
り
。

右
に
學
げ
た
詩
句
は
「
牡
語
」
で
あ
る
。
竹
山
は
「
牡
語
」
を
用
い
る
こ
と
に
巧
み
で
あ
り
、
詩
の
風
骨
を
し
て
傲
立
さ
せ
、
雄
健
な
氣

た
と
え
ば
、
杜
甫
の
「
龍
門
閣
」
の
「
長
風
罵
高
浪
，
浩
浩

浩
浩
と
し
て
太
古
よ
り
す
）
宗
楚
客
の
「
遇
雪
應
制
」
の
「
太
液
天
為
水
，
蓬
莱
雪
作
山
。
」

△
 

陵
帝
餘
哀
海
上
天

は
な

勝
遊
の
三
月
に
天
涯
を
指
し
、
千
里
の
河
山
に
萬
樹
花
さ
く
。

あ
っ

意
氣
、
千
古
を
論
じ
、
賓
朋
、
四
方
に
會
ま
る
。

ひ

た

ひ

ら

波
濤
、
萬
象
を
涵
し
、
天
地
、
双
眸
を
裕
く
。

ろ
う

雄
圏
、
日
月
を
籠
し
、
義
烈
、
乾
坤
を
動
か
す
。

仙
陵
の
遣
愛
は
雲
端
の
樹
、
康
帝
の
餘
哀
は
海
上
の
天
。



＊
新
荷

△

△

 

露
助
朝
朝
緑

＊
答
藪
士
厚
見
寄

△

△

 

風
添
夜
夜
香

「
用
祈
黄
猶

△

1̂ 

「
萬
舞
洋
洋

（
太
液
、
天
水
を
為
し
、
蓬
莱
、
雪
山
を
作
す
）
な
ど
の
よ
う
な
も
の
は
「
牡
語
」
で
あ
る
。

竹
山
が
詩
を
作
る
と
き
、
字
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
腐
心
し
た
ほ
か
、
畳
字
を
非
常
に
愛
用
し
た
。
こ
れ
も
彼
の
特
色
の
―
つ
で
あ

「
彼
洛
之
水

「
榛
芥
斯
抜

「
杜
侯
啓
行

＊
慶
長△

△

 

「
劉
君
翼
翼

△

△

 

「
根
山
鋭
姻

△

1̂ 

「
鏡
水
湯
湯

△

1̂ 
「
縄
縄
孫
子

世
謹
侯
度
」

△

1̂ 
繹
繹
會
同
」

△

△

△

î 

屈
励
洞
洞
」

子
従
大
師
」

杜
邦
所
親
」

員
子
海
宇
」

以
桁
嘉
賓
」

「
葬
璽
―
―
口
邁

△

l̂ 

「
洛
水
洒
洒

干
華
是
流
」

△

1̂ 

周
行
跛
跛
」

△

1̂ 

維
石
獄
瓢
」

△

1̂ 

我
心
惰
情
」

＊
洛
之
水

る
。
た
と
え
ば
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
書

彼
の
洛
の
水
、
維
れ
石
獣
賑
た
り
。

葬
璽
―
―
口
に
邁
き
、
我
が
心
情
桐
た
り
。

ぺ

ん

ぺ

ん

お

い

洛
水
朽
朽
、
華
に
子
て
是
れ
流
る
。

し
ゅ
く
し
ゆ
く

周
行
販
販
た
り
。

榛
葬
斯
れ
抜
き
、

君
に
劉
す
る
こ
と
炭
霙
、
子
、
大
師
に
従
ふ
。

ぎ

ぎ

み

根
山
凱
巖
、
杜
邦
の
親
る
と
こ
ろ
。

し

よ

う

し

よ

う

ま

る

鋭
水
湯
湯
、
海
宇
に
員
し
。

じ

よ

う

じ

よ

う

よ

よ

纏
網
た
る
孫
子
、
世
々
侯
度
に
説
し
む
。

杜
侯
、
行
く
を
啓
き
、
繹
繹
と
し
て
會
同
す
。

も

つ

こ

う

こ

う

用
て
黄
務
を
祈
り
、
励
厨
洞
洞
た
り
。

た
の

萬
舞
洋
洋
、
以
て
嘉
賓
を
術
し
む
。

朝
朝
の
緑
を
助
け
、
風
、
夜
夜
の
香
を
訴
ふ
。

_,_ 
ノ‘



中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
書

を
詩
中
に
入
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

つ
ぎ
に
示
す
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

竹
山
詩
は
句
ご
と
に
典
故
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
群
書
を
廣
く
誤
ま
ね
ば
、
慎
に
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
こ
れ
が

―
つ
の
大
き
な
理
由
で
、
研
究
す
る
も
の
が
少
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
竹
山
は
、
日
本
の
江
戸
後
期
に
生
ま
れ
た
が
、
『
莫
陰
集
』
の
詩
の

な
か
で
、
故
質
を
使
っ
て
い
る
作
品
が
多
く
、
わ
け
て
も
中
國
古
代
の
事
蹟
を
上
手
に
使
っ
て
お
り
、
そ
の
上
、
よ
く
中
図
古
代
の
人
名

四
、
典

故

＊
聾
虎
行

△

△

△

^

]

 

猛
氣
凛
凛
凌
翰
墨
陰
風
颯
颯
襲
衣
裳

＊
華
燭
引
賠
君
夷

△

△

 

偲
酒
揺
翻
雙
鋏
蝶

右
に
皐
げ
た
よ
う
な
燥
字
を
用
い
た
も
の
は
、
竹
山
詩
に
お
い
て
、
古
詩
の
な
か
に
も
っ
と
も
多
く
、
律
詩
で
は
少
な
い
。
前
に
述
べ
た

「
洛
之
水
」
や
「
疫
長
」
は
、
い
ず
れ
も
『
詩
紐
』
の
ス
タ
イ
ル
を
ま
ね
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
『
詩
経
』
そ
の
も
の
が
歌

謡
で
、
も
と
も
と
畳
字
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
畳
字
は
も
と
よ
り
詩
人
に
愛
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
北
宋
の
王
安
石
の
詩
に
つ
い

て
い
え
ば
、
畳
字
を
用
い
る
と
こ
ろ
が
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
五
言
律
詩
で
あ
り
、
し
か
も
首
句
に
お
い
て
用
い
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
。

△

△

△

^

1

 

た
と
え
ば
、
「
中
書
偶
成
」
の
「
忽
忽
余
年
行
，
茫
茫
不
自
知
。
」
（
忽
忽
と
し
て
余
が
年
行
き
、
茫
茫
と
し
て
自
ら
知
ら
ず
。
）

△

△

△

^

1

 

霞
庵
」
の
「
測
池
人
間
路
，
瘤
逝
物
外
僧
。
」
（
池
池
た
る
人
間
の
路
、
瘤
瘤
た
る
物
外
の
僧
。
）

鶴
翻
」
（
癒
爾
と
し
て
新
栢
臥
し
、
再
再
と
し
て
暮
犯
翻
ふ
。
）
な
ど
で
あ
る
。
竹
山
の
畳
字
は
、

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
規
則
性
が
な
く
、
個
人
の
好
み
に
よ
っ
て
用
い
る
。

△

△

 

劉
筵
貼
黙
雨
癒
駕

△

△

△

^

1

 

寧
柴
能
孜
孜
平
安
又
突
突

酒
を
偲
ふ
る
翻
翻
た
る
双
峡
蝶
、
筵
に
劉
ふ
貼
貼
た
る
雨
病
駕
゜

猛
氣
、
澳
凛
と
し
て
翰
墨
を
凌
ぎ
、
陰
風
、
颯
颯
と
し
て
衣
裳
を
襲
ふ
。

賢
彎
‘
能
く
如
如
、
野
翠
、

叉
た
羹
羞
た
り
。

＿七

一
首
の
中
の
第
何
句
に
用
い
ら
れ
る
か

「
光
宅
」
の
「
爾
爾
新
栢
臥
，
再
再
暮

「
遊
棲



い
ず
れ
も
古
人
の
名
で
あ
る
。

友
走
筆
和
坐
間
翁
字
韻

△

△

△

△

△

l̂ 

酒
學
陶
元
亮
詩
追
陸
放
翁

△

△

^

-

接
武
會
稽
陳
憲
章
」

△

△

△

1̂ 

何
遜
林
逍
封
烏
几
」

酒
は
陶
元
亮
に
學
び
、
詩
は
陸
放
翁
を
追
ふ
。

「
陳
憲
章
」
、

「
陸
放
翁
」
な
ど
は
、

つ

く

そ

彩
筆
、
秋
に
入
り
て
宋
玉
に
漸
じ
、
黄
花
、
日
を
盈
し
て
陶
潜
に
傍
ふ
。

の

の
隣
に
騎
る
も
の
を
看
取
す
る
や
、
披
老
、
曾
て
孟
襄
陽
と
稲
す
。

「
員
本
拳
本
映
高
堂

員
本
も
拳
本
も
高
堂
に
映
じ
、
何
遜
、
林
逍
、
烏
几
に
封
す
。

＊
墨
栂
歌

△

1̂ 

「
山
人
有
王
冤

（
第
五
句
の

漫
爾
賦
招
魂

山
人
に
王
恩
有
り
、
武
に
接
ぐ
は
、
會
稽
の
陳
憲
章
。

歌
門
に
子
貢
を
驚
か
し
、
坐
足
に
曾
元
欠
く
。

っ

瀧
洛
の
除
風
珍
き
、
詩
書
の
費
澤
存
す
。

は

方
に
宋
玉
に
漸
じ
ず
、
漫
爾
と
し
て
招
魂
を
賦
す
。

に
つ
い
て
は
、
底
本
の
鉛
印
本
『
懐
徳
堂
遣
書
』
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

こ
の
ま
ま
證
ん
で
お
く
。
）

＊
題
雪
中
嘴
隣
閻

△

△

△

△

l̂ 

看
取
雪
中
騎
隣
者
披
老
曾
稲
孟
襄
陽

＊
依
韻
酬
荒
木
伯
遷
見
寄
傲
明
餞

△

△

△

1̂ 

彩
筆
入
秋
漸
宋
玉
黄
花
粛
日
傍
陶
僭

＊
癸
未
歳
晩
書
堂
小
集
爽
諸

右
に
學
げ
た
詩
句
中
の
「
子
貢
」
、
「
曾
元
」
、
「
派
洛
」
（
北
宋
の
周
敦
願
、
程
頴
、
程
穎
を
さ
す
）
、

「
何
遜
」
、
「
林
逍
」
、
「
披
老
」
（
蘇
東
披
）
、
「
孟
襄
陽
」
（
孟
浩
然
）
、
「
陶
酒
」
、

「
宋
玉
」
、

「
陶
元
亮
」
（
す
な
わ
ち
陶
潜
）
、

＊
挽
蘭
洲
五
井
先
生

△

△

△

Î 

歌
門
驚
子
貢
坐
足
欠
曾
元

△

^

 

源
洛
餘
風
珍

△

1̂ 

不
方
漸
宋
玉

中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
書

「
王
屍
」
、

八

さ
し
あ
た
り
、



中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
古

詩
を
「
洛
之
水
」
と
題
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

詩
に
「
碩
人
」
を
用
い
る
の
は
、
彼
の
知
友
で
あ
る
葬
甫
を
ほ
め
た
た
え
た
も
の
で
あ
る
。

天
其
石
」
と
あ
り
、
竹
山
は
そ
の
ス
タ
イ
ル
を
用
い
て
「
維
仮
維
桐
」
、
「
維
願
維
緑
」
と
い
っ
て
い
る
。

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
紳
韻
を
よ
く
得
て
い
る
。

「
術
風
」
に
「
碩
人
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。

「
周
頌
」
の
「
我
脆
」
に
「
維
羊
維
牛
，
維

「
仮
」
は
孔
子
の
孫
子
思
で
あ

「
碩
人
」
と
は
、
大
徳
の
人
で
あ
る
。
竹
山

「
鄭
風
」
に
「
揚
之
水
」
と
い
う
題
名
が
あ
る
。

お
そ
ら
く
そ
れ
に
よ
っ
て
竹
山
は
こ
の

だ
け
で
は
な
く
て

『
詩
経
』
の
「
國
風
」
や
「
頌
」
を
ま
ね
て
い
る
。
と
も
か
く

の
い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
イ
ル
を
ま
ね
た
も
の

と
あ
る
。
そ
の

に
よ
れ
ば
、

維
願
維
喜
~
蕗
厭
榛
奔

維
仮
維
朝

維
仮
維
朝

△

△

△

△

 

中
國
の
詩
人
で
は
、
古
代
の
人
名
を
詩
に
入
れ
た
も
の
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
崖
の
王
績
の
「
田
家
」
の
「
草
生
元
亮
径
，
花
賠
子
雲

こ

み

ち

く

ら

△

△

△

△

居
。
」
（
草
、
元
亮
の
径
に
生
じ
、
花
、
子
雲
の
居
を
賠
く
す
。
）
武
元
衡
の
「
酬
厳
司
空
見
寄
」
の
「
劉
混
坐
随
風
清
塞
，
謝
眺
裁
詩
月

△

△

1̂ 

滴
槻
。
」
（
劉
混
、
坐
嘘
す
る
に
風
、
塞
を
消
く
し
、
謝
眺
、
詩
を
裁
つ
に
月
、
槻
に
満
つ
。
）
杜
甫
の
「
石
櫃
閣
」
の
「
優
滸
謝
康
柴
'

△

1̂ 

放
浪
陶
影
澤
」
（
優
滸
す
謝
康
架
、
放
浪
す
陶
彩
澤
）
な
ど
の
詩
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
宋
の
許
顕
が
い
っ
た
「
凡
そ
詩
を
作
る
は
、

う
ず

正
に
爾
れ
故
質
を
填
む
る
が
若
く
、
こ
れ
を
貼
鬼
節
と
謂
ふ
。
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
ば
は
も
と
許
顕
が
黄
山
谷
詩
を
批
評
す
る
の
に
用

い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
借
り
て
竹
山
詩
を
批
評
し
て
も
、
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
ば
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
途
に
故
賀

を
填
め
て
も
詩
品
の
佳
否
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
竹
山
の
拇
學
や
中
國
の
純
史
と
宋
明
の
理
學
と
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。
と
く
に
そ
の
古
詩
の
な
か
に
し
ば
し
ば
多
く
の
典
故
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
そ
の
代
表
的
な
四
首
を
と
っ
て
、
摯
げ

て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
「
洛
之
水
」
の
詩
に
、

示
我
周
行

維
れ
似
維
れ
朝
、
我
に
周
行
を
示
す
。

そ

維
れ
穎
維
れ
喜
~
、
蕨
の
榛
奔
を
蒜
す
。

『
詩
紐
』
の
「
雅
」
の
ス
タ
イ
ル
を
ま
ね
た
と
い
う
。
そ
の
内
容
か
ら
み
る
と
、

維
願
維
喜
~

碩
人
候
誰

ま

碩
人
、
誰
を
か
候
た
ん
。

こ維
れ
仮
維
れ
朝
、
維
れ
願
維
れ
喜
瓜
゜

「
雅
」
を
ま
ね
た



田
園
居
」
と
い
う
詩
が
あ
り
、

「
坐
椅
朱
籐
杖
，
行
歌
紫
芝
曲
。
不
逢
商
山
君
，
見
此
野
老
足
。
」

恨
望
聯
か
歌
ふ
紫
芝
曲
、

と
歌
っ
て
い
る
。

報
東
披
に
「
和
陶
師

（
坐
す
る
に
朱
籐
杖
に
椅
り
、
行
く

「
小
雅
」
の
「
鹿
鳴
」
に
「
人
之
好
我
，
示
我
周
行
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

き
て
い
る
。
「
周
行
」
は
大
道
で
あ
り
、
人
の
我
を
好
む
と
き
に
は
、
我
に
大
道
を
示
す
と
い
う
。
竹
山
が
「
維
仮
維
阿
」
、
「
示
我
周
行
」

「
示
我
周
行
」
は
、
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
。

と
い
う
の
は
、
子
思
や
孟
子
は
私
に
大
道
を
示
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

北
宋
の
學
者
程
頌
、
「
懸
」
は
南
宋
の
儒
學
者
朱
燥
の
こ
と
で
あ
る
。
竹
山
は
程
朱
學
派
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
も
っ
と
も
深
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
程
願
や
朱
燥
が
私
の
た
め
に
や
ぶ
の
障
凝
を
抜
き
取
っ
た
と
歌
う
の
で
あ
る
。

『
詩
人
玉
屑
』
の
「
お
お
む
ね
詩
語
、
紐
史
に
出
入
す
れ
ば
、
自
然
に
し
て
力
有
り
、
然
れ
ど
も
須
ら
く
是
れ
看
る
多
く
、
倣
る
多
く
、

自
家
の
機
抒
、
風
骨
を
し
て
先
に
立
て
し
め
て
、
然
後
紐
史
中
の
全
語
を
し
て
一
盟
を
作
す
を
得
し
む
る
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
嘗
時
、

竹
山
は
大
阪
の
大
儒
學
者
、

し
て
自
然
に
し
て
力
が
有
る
使
い
か
た
で
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、山

中
紫
芝
曲

い
や
日
本
の
大
儒
學
者
と
も
い
え
る
人
で
あ
り
、
経
史
を
飽
讀
し
、

海
内
に
炎
威
加
は
り
、
猛
士
已
に
多
き
無
し
。

い

か

ん

唯
だ
四
老
の
力
有
る
の
み
、
翼
成
す
る
こ
と
奈
何
と
も
し
難
し
。

山
中
の
紫
芝
曲
、
大
風
歌
に
和
す
る
に
堪
ふ
。

「
賛
」
と
は
、
文
骰
の
一
っ
、
人
や
物
を
ほ
め
た
た
え
る
も
の
で
あ
る
。
題
が
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
は
東
園
公
、
角
里
先
生
、
綺
里
季
、

夏
黄
公
の
四
人
の
老
人
、
す
な
わ
ち
四
皓
が
秦
末
の
風
を
避
け
て
商
山
に
か
く
れ
て
い
た
話
で
あ
る
。
竹
山
の
こ
の
詩
は
、

時
危
く
し
て
惨
瘤
悲
風
来
る
）

し
て
は
前
漢
の
高
祖
の
「
大
風
歌
」
に
な
ら
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
紫
芝
曲
」
と
は
、
杜
甫
に
「
題
李
尊
師
松
樹
障
子
歌
」
と

△

△

^

-

い
う
詩
が
あ
り
、
「
松
下
丈
人
巾
属
同
，
偶
坐
似
是
商
山
翁
。
恨
差
柳
歌
紫
芝
曲
’
時
危
惨
源
束
悲
風
」

お
う

坐
是
れ
商
山
の
翁
な
る
に
似
た
り
。

唯
有
四
老
力

翼
成
難
奈
何

堪
和
大
風
歌

海
内
炎
威
加
猛
士
已
無
多

つ
ぎ
に
示
す
「
四
皓
賛
」
の
詩
が
あ
る
。

りヽ

「
桐
」
は
孟
子
の
名
で
あ
る
。

ス
タ
イ
ル
と

中
の
全
語
ど
れ
を
も
一
語
と

「
頗
」
は

「
示
我
周
行
」
と
は
、

中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
甚

（
松
下
の
丈
人
巾
展
同
じ
、
偶

四
〇



中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
書

松
江
に
産
す
る
す
ず
き
に
似
た
魚
、
美
味
で
名
高
い
も
の
で
あ
る
。

若
得
松
江
品

漁
舟
依
岸
樹

我
藉
蘇
公
夢

げ
て
魚
を
得
た
り
、

下
網
有
魚
不

斗
酒
匪
難
求

賂
追
赤
壁
遊

い
や

漁
舟
、
岸
樹
に
依
り
、
網
を
下
す
に
魚
有
る
や
不
や
。

あ
ら

若
し
松
江
の
品
を
得
れ
ば
、
斗
酒
、
求
め
難
き
に
匪
ず
。

ヵ

我
、
蘇
公
の
夢
を
藉
り
、
賂
に
赤
壁
の
遊
び
を
追
は
ん
と
す
。

こ
の
詩
は
、
蘇
東
披
の
「
後
赤
壁
賦
」
の
典
故
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
同
賦
は
「
學
網
得
魚
，
巨
口
細
鱗
，
朕
如
松
江
之
鑢
。
」

お

お

き

ほ

そ

ロ
巨
く
鱗
細
く
、
状
は
松
江
の
鑢
の
如
し
）
と
い
っ
て
い
る
。

赤
壁
に
遊
ん
で
作
っ
た
「
前
・
後
赤
壁
賦
」
は
有
名
で
あ
る
。
竹
山
の
こ
の
詩
は
、

「
蘇
公
」
は
、
i

蘇
東
披
を
さ
し
、
彼
が
湖
北
省
黄
岡
縣
城
下
に
あ
る

「
霊
に
題
す
る
詩
」
で
あ
り
、

に
こ
う
い
う
よ
う
な
詩
が
多
く
牧
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
嘗
時
の
日
本
で
は
、
縮
鸞
と
作
詩
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
霊
家
と
詩
人
と
は
互

い
に
應
酬
の
た
め
に
忙
し
か
っ
た
こ
と
が
分
る
。
竹
山
は
こ
の
詩
を
題
す
る
と
き
に
、

奇
想
を
お
こ
し
て
、
若
し
漁
父
が
「
松
江
の
鑢
」
と
い
う
珍
品
を
つ
り
得
れ
ば
、
斗
酒
を
も
貰
え
る
。
酒
の
威
力
で
「
蘇
公
の
夢
」
を
夢

み
、
夢
見
る
う
ち
に
蘇
東
披
に
つ
い
て
赤
壁
へ
遊
び
に
行
け
ば
、
そ
れ
は
な
ん
と
も
い
え
な
い
柴
し
い
旅
遊
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
こ
の
詩

ま
た
、

「
題
漁
父
下
網
圏
」
と
い
う
詩
が
あ
る
。

て
守
ら
せ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

分
雲
飛
揚
，
威
加
海
内
分
蹄
故
郷
，
安
得
猛
士
分
守
四
方
。
」
（
『
史
記
』
「
高
祖
本
紀
」
）
（
大
風
起
り
て
雲
飛
揚
す
。
威
海
内
に
加
は
り
て

い
づ

故
郷
に
蹄
る
。
安
く
に
か
猛
士
を
得
て
四
方
を
守
ら
し
め
ん
）

の
は
、

竹
山
が
「
紫
芝
曲
」
を
「
大
風
歌
」
に
封
句
し
た

ま
こ
と
に
巧
み
な
尉
偶
と
い
え
る
。
高
祖
が
ど
の
よ
う
に
猛
士
を
得
て
天
下
四
方
を
守
ら
せ
る
か
と
歌
っ
て
も
、
猛
士
た
ち
が
商

山
で
依
然
と
し
て
ゆ
っ
た
り
と
自
分
の
氣
の
向
く
ま
ま
に
仙
薬
で
あ
る
紫
芝
を
と
る
紫
芝
の
曲
を
歌
い
、

と
い
う
詩
で
あ
る
。

四

あ

ま

み

に
紫
芝
曲
を
歌
ふ
。
商
山
の
君
に
逢
は
ざ
れ
ば
、
こ
の
野
老
に
見
ゆ
れ
ど
も
足
る
）
と
歌
っ
て
い
る
。

前
漠
の
高
祖

（
劉
邦
）
が
故
郷
の
油
縣
に
立
ち
寄
り
、
村
人
を
集
め
て
酒
宴
を
開
い
た
と
き
に
、
即
座
に
作
っ
て
み
ず
か
ら
歌
っ
た
有
名
な
「
大
風
起

『
莫
陰
集
』
の
う
ち

み
ご
と
な
「
漁
父
下
網
岡
」
を
見
る
と
、

「
松
江
の
鱚
」
と
は
、

ふ
っ
と

江
蘇
省
に
あ
る
川
で
あ
る
呉

（
網
を
學

つ
い
に
高
祖
は
そ
の
猛
士
を
得

「
大
風
歌
」
と
は
、



但
親
黄
冠
野
服
姿

不
他
金
馬
玉
堂
儀

霊
師
周
山
意
匠
工

水
墨
淋
潟
氣
格
雄

更
怪
従
束
好
事
者

斯
老
子
然
誰
輿
居

韓
苑
富
獣
龍
剣
折

宋
家
宮
殿
魃
魅
窟

を
讀
む
と
、

そ
の
一
幅
の
縮
が
美
し
い
甕
面
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
感
じ
さ
せ
る
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
典
故
に
寓
意
を
含
め
て
、
深
入
浅
出

の
詩
を
歌
う
と
、
清
新
婉
囀
の
感
が
あ
り
、
竹
山
詩
中
の
佳
篇
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、東

披
老
人
天
挺
豪

不
須
贅
賛
費
嗽
嗽

獨
怪
蒼
天
生
偉
人

空
衝
郷
霧
老
海
濱

補
衰
文
章
励
長
物

衰
容
窮
相
喜
模
寓

一
榮
一
扉
倶
春
夢

我
酎
掘
壷
三
嘆
裕

東
披
老
人
は
天
挺
の
豪
、

か

さ

つ

い

や

ど

う

ど

う

賛
を
贅
ね
て
費
す
こ
と
嗽
嗽
た
る
を
須
い
ず
。

獅
り
蒼
天
の
偉
人
を
生
む
を
怪
し
み
、

っ

空
し
く
蹄
霧
を
衝
き
て
海
濱
に
老
ゆ
。

韓
苑
富
獣
の
龍
刻
折
り
、

宋
家
の
宮
殿
、
魃
魅
の
窟
。

こ斯
の
老
、
子
然
と
し
て
誰
と
と
も
に
か
居
る
。

衰
を
補
ふ
の
文
章
、
長
物
に
励
す
。

た
＜

鸞
師
周
山
の
意
匠
工
み
、

水
墨
淋
濶
に
し
て
氣
格
雄
た
り
。

更
に
従
束
の
好
事
者
を
怪
し
み
、

衰
容
窮
相
、
模
寓
す
る
を
喜
ぶ
。

金
馬
玉
堂
の
儀
を
側
へ
ず
、

み

但
だ
黄
冠
野
服
の
姿
を
親
る
の
み
。

一
屏
倶
に
春
夢
、

こ

牧
、
期
の
鸞
に
到
し
て
三
た
び
嘆
裕
す
。

つ
ぎ
に
示
す
よ
う
な
「
蘇
東
披
鏑
居
霊
像
引
」
の
詩
が
あ
る
。

中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
書

四



れ
ば
、

中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
古

右
に
拳
げ
た
詩
も

さ
れ
た
生
活
の
給
を
見
せ
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
、
詩
を
題
す
る
竹
山
に

二
十
四
句
も
有
る
長
い
詩
を
一
幅
の
縮
の
な
か
に
入
れ
る
の
は
、
相
嘗
に
大
き
い
霊
面
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
に
よ

そ
の
縮
は
霊
家
周
山
の
傑
作
で
あ
る
。
縮
中
に
蘇
東
披
の
「
衰
容
窮
相
」
と
い
う
落
塊
の
よ
う
す
を
描
き
、

い
う
榮
華
富
貴
の
よ
う
す
が
見
え
ず
、
「
黄
冠
野
服
姿
」
、
「
負
笠
騎
騎
鞭
在
膝
」
と
い
う
よ
う
な
姿
で
あ
る
。
今
、
そ
の
縮
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
縮
の
影
像
は
、
こ
の
詩
に
よ
っ
て
生
々
と
再
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
蘇
東
披
が
應
の
王
維
の
詩
や

給
に
典
え
た
評
債
の
こ
と
ば
を
思
い
出
さ
せ
る
。
魏
慶
之
は
「
摩
詰
（
王
維
の
字
）
の
詩
を
味
ふ
や
、
詩
中
に
霊
有
り
、
摩
詰
の
事
甍
を
観

る
や
、
聾
中
に
詩
有
り
」
（
『
詩
人
玉
屑
』
巻
八
に
東
披
の
語
を
引
く
）
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
ば
を
改
め
て
「
竹
山
の
詩
を
味
ふ
や
、

詩
中
に
聾
有
り
、
周
山
の
聾
を
観
る
や
、
鸞
中
に
詩
有
り
」
と
し
て
も
、
ふ
さ
わ
し
い
評
償
で
あ
ろ
う
。
蘇
東
披
は
、
詩
詞
や
書
鸞
が
中

外
に
名
を
知
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
落
呪
と
し
た
姿
も
霊
家
の
筆
下
の
良
い
素
材
で
あ
っ
た
。

「
韓
苑
富
獣
」
と
は
、
北
宋
の
名
臣
で
あ
る
韓
碕
、
苑
仲
沌
、
富
弼
、
獣
腸
修
の
並
稲
で
あ
る
。

仰
天
一
笑
態
度
閑

看
取
常
州
夢
見
語

遺
像
千
載
照
塵
炭

題
す
る
詩
」
で
あ
り
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
、

四

「
照
塵
疫
」
と
は
、
竹
山
か
自
注
に

「
金
馬
玉
堂
姿
」
と

一
嘆
裕
」
と
い
う
驚
嘆
を
輿
え
た
。
し
か
し
、
こ
の
十
二
聯
、

「
架
府
」
の
「
引
」
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
蘇
東
披
の
左
遷

天
を
仰
ぎ
一
笑
し
て
態
度
閑
た
り
。

常
州
の
夢
見
る
の
語
を
看
取
す
る
や
、

遺
像
千
載
、
塵
裳
を
照
ら
す
。

失
意
翻
有
得
意
顔

失
意
す
る
も
翻
っ
て
得
意
の
顔
有
り
。

不
知
黄
州
是
倦
州

黄
州
か
是
れ
像
州
か
を
知
ら
ず
。

斯
書
涵
中
何
事
賓

負
笠
騎
騎
鞭
在
膝

我
無
記
性
瀬
窮
捜

笠
を
負
ひ
饂
に
騎
り
鞭
膝
に
在
り
。

お
こ
た

我
、
記
性
無
く
窮
捜
す
る
を
顧
り
。

斯
の
書
一
の
鏑
中
に
何
の
事
質
か
あ
る
。



不
浅
愴
洲
興

閑
吟
到
夜
紅

＊
夏
日
訪
南
披
谷
川
生

わ
た

蘇
東
城
の
年
譜
を
引
い
て
「
先
生
、
靖
國
元
年
、
嶺
を
度
り
て
北
蹄
し
、
五
月
、
病
み
て
常
州
に
止
ま
り
、
朱
行
中
に
寄
す
る
の

今
に
至
り
賓
を
貪
ら
ず
、
凛
然
と
し
て
塵
衰
を
照
ら
す
の
句
有
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
竹
山
は
、
蘇
東
披
の

て
蘇
東
披
の
遺
像
を
描
窟
し
て
い
る
の
は
ふ
さ
わ
し
い
。

五
、
苦
吟
と
佳
篇
と

『
莫
陰
集
』
を
通
讀
す
る
と
、
竹
山
が
漢
詩
文
家
と
し
て
大
成
し
た
の
は
苦
心
し
て
研
究
す
る
な
か
か
ら
得
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
こ
と

が
分
る
。
彼
は
再
一
一
の
な
か
に
こ
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
こ
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
例
を
學
げ
て
置
こ
う
。

＊
八
月
十
一
日
宿
誹
光
寺

吟
峨
未
成
睡

地
勝
吟
偏
苦

月
色
近
中
秋

相
遇
消
閑
長
夏
夕

好
費
吟
峨
倒
酒
証

＊
秋
夜
濁
坐
用
孤
字

間
夜
難
成
睡

苦
吟
努
短
鑽

＊
典
伯
遷
箕
山
賞
楓
却
寄
蘭

泉
此
日
蘭
泉
有
約
而
不
果

天
瞳
興
不
閾

席
上
分
韻
得
宿
字

＊
君
夷
宅
分
韻
得
雙
字

中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
書

い
た

浅
か
ら
ず
愴
洲
の
興
、
閑
吟
し
て
夜
紅
に
到
る
。

す
ぐ

地
、
勝
る
る
も
吟
ず
る
こ
と
偏
に
苦
し
み
、

っ

る
る
も
興
、
蘭
き
ず
。

間
夜
に
睡
る
を
成
し
難
く
、
苦
吟
し
て
短
娼
を
努
す
。

つ
い
や

相
ひ
遇
ひ
閑
を
消
す
と
き
は
、
長
夏
の
夕
、
好
ん
で
吟
峨
に
費
し
て
酒
側
を
倒
す
。

吟
咄
し
て
未
だ
睡
る
を
成
さ
ず
、
月
色
、
中
秋
に
近
し
。

四
四

の
詩
句
を
と
っ



中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
書

取
る
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

＊
君
夷
宅
分
韻
得
人
字

酒
甜
賂
促
席

吟
苦
且
敬
巾

四
五

た

け

な

は

お

か

た

む

酒
、
酬
に
し
て
賂
に
席
を
促
へ
ん
と
し
、
吟
ず
る
こ
と
苦
し
み
て
且
つ
巾
を
敬
く
。

右
に
拳
げ
た
詩
句
を
見
る
と
、
竹
山
が
詩
を
作
る
た
め
に
苦
努
し
た
こ
と
を
知
る
。
吟
峨
し
て
睡
れ
な
い
こ
と
、
吟
峨
す
る
た
め
に
酒
を

飲
む
こ
と
、
苦
吟
し
て
短
鑽
に
苦
榜
さ
せ
る
こ
と
、
風
景
に
す
ぐ
れ
て
い
る
の
に
詩
を
歌
う
の
に
苦
し
む
こ
と
、
暇
な
と
き
に
夜
中
ま
で

も
詩
を
歌
う
こ
と
、
酒
で
酔
っ
た
と
き
に
も
苦
吟
す
る
こ
と
な
ど
は
、
竹
山
の
詩
生
活
の
質
朕
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

か
つ

中
國
で
も
、
唐
宋
時
代
の
詩
人
は
誰
も
が
苦
吟
し
た
成
果
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
詩
人
玉
屑
』
に
「
陳
去
非
嘗
て
余
に
謂
ひ
て
言
ふ
、
唐

う
た

人
、
み
な
苦
思
し
て
詩
を
作
り
、
い
わ
ゆ
る
安
の
一
箇
字
を
吟
ふ
や
、
敷
茎
の
貴
を
撚
断
す
。
句
は
夜
の
深
き
に
向
ひ
て
得
ら
れ
、
心
は

天
外
よ
り
蹄
る
。
蛸
蛉
影
の
う
ち
に
清
ら
か
に
苦
吟
し
、
詐
猛
舟
の
な
か
に
白
髪
生
る
る
の
類
、
是
れ
な
り
」
と
い
っ
た
と
お
り
で
あ
る
。

唐
の
孟
郊
は
、
そ
の
代
表
的
な
詩
人
と
い
え
よ
う
。
宋
の
魏
泰
の
『
臨
模
隠
居
詩
話
』
は
、
孟
郊
の
苦
吟
す
る
こ
と
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
「
孟
郊
の
詩
、
塞
澁
窮
僻
、
琢
削
す
る
こ
と
暇
あ
ら
ず
、
倶
に
苦
吟
し
て
成
り
、
そ
の
句
法
、
格
力
を
観
る
や
、
見
る
べ

し
。
そ
れ
自
ら
夜
に
吟
ひ
て
暁
に
も
休
ま
ず
、
苦
吟
し
て
鬼
紳
愁
へ
、
如
何
ぞ
自
ら
閑
か
に
せ
ざ
ら
ん
や
、
心
と
身
と
仇
と
為
る
」
と
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
孟
郊
の
苦
吟
す
る
こ
と
は
す
で
に
「
心
と
身
と
仇
と
為
る
」
と
い
う
よ
う
な
境
地
に
落
ち
入
り
、
身
心
の
バ
ラ
ン
ス
を

「
序
」
に
よ
れ
ば
、
魏
疫
之
は
「
種
菊
幽
探
計
何
早
，
想
應
苦
吟
被
花
悩
。
」

な
や

苦
吟
す
る
と
き
、
花
に
悩
ま
る
べ
し
）

「
詩
人
玉
屑
』
の
作
者
で
あ
る
魏
慶
之
自
身
も
苦
吟
し
た
詩
人
で
あ
り
、
黄
叔
昇
の

お
も

（
菊
を
種
へ
幽
探
す
る
の
計
、
何
ぞ
早
き
、
想
ふ
に
應
に

宋
の
葉
石
林
は
同
じ
宋
の
詩
人
で
あ
る
陳
后
山
の
苦
吟
し
た
朕
態
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
世
言
ふ
、
陳
無
己
（
后
山
）
登
臨
し
て
句
を
得
る
ご
と
に
、
即
ち
急
ぎ
て
蹄
り
て
一
楊
に
臥
し
、
被
を

こ

う

む

お

以
て
之
を
蒙
る
。
こ
れ
を
吟
楊
と
謂
ふ
。
家
の
人
、
こ
れ
を
知
り
て
、
即
ち
猫
犬
、
み
な
逐
ひ
去
り
、
嬰
兒
、
稚
子
も
ま
た
み
な
抱
持
し

て
隣
家
に
寄
す
」
（
『
石
林
詩
話
』
）
と
。
こ
う
い
う
不
可
思
議
な
作
詩
の
嗜
好
は
、
彼
の
作
詩
を
専
一
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
て
、

ま
こ
と
に
我
々
を
感
心
さ
せ
る
。
竹
山
は
苦
吟
し
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
な
朕
態
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
以
上
に
畢
げ
た
詩
句
の
ほ

と
い
う
詩
句
が
あ
っ
た
。



孤
客
背
焙
館
裏
聞

清
鸞
揺
夢
響
丁
丁

不
識
緑
陰
多
闘
雀

牡
丹
花
上
獨
金
鈴

須
奥
出
盟
爛
明
路

霜
樹
山
村
姻
霧
中

佳
人
乗
月
槻
頭
弄

＊
賦
春
夜
聞
笛
得
聞
字

長
笛
飛
磐
逐
斯
雲

梅
花
楊
柳
正
紛
紛

＊
安
志
（
地
名
）
塗
中

附
上
雛
鳴
暁
色
空

征
衣
露
冷
向
西
風

錯
謂
君
王
向
此
経

＊
宮
怨 中

井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
害

栴
花
、
楊
柳
、
正
に
紛
紛
た
り
。

佳
人
、
月
に
乗
じ
て
槻
頭
に
弄
し
、

そ
む

孤
客
、
悦
に
背
き
て
館
裏
に
聞
く
。

長
笛
の

か
、
文
獣
に
明
確
な
記
録
は
な
く
、
後
人
に
よ
く
知
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
一
生
は
作
詩
の
一
生
で
も
あ
り
、

さ
れ
て
い
る
千
四
百
餘
首
の
詩
は
、
陳
后
山
詩
の
巧
み
さ
に
は
及
ば
な
い
が
、
そ
の
古
詩
に
つ
い
て
の
知
識
の
深
さ
や
典
故
の
引
用
の
豊

富
さ
を
も
っ
て
見
れ
ば
、
や
は
り
相
嘗
の
詩
人
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
苦
吟
し
た
成
果
に
よ
っ
て
、
多
く
の
す
ば
ら
し
い
佳
篇
を

提
出
し
た
。
そ
の
代
表
作
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
を
學
げ
て
み
た
い
。

う

ご

ひ

び

消
鶯
夢
を
揺
か
し
て
響
く
こ
と
丁
丁
、

お
も

錯
り
て
君
王
の
此
に
向
ひ
経
る
と
謂
ふ
。

識
ら
ず
緑
陰
に
闘
雀
多
く
、

牡
丹
花
上
、
金
鈴
に
鱗
る
る
を
。

距
上
に
雛
鳴
き
て
暁
色
空
し
く
、

征
衣
に
露
冷
く
し
て
西
風
に
向
ふ
。

し

ば
須
奥
ら
く
闊
明
の
路
を
出
で

霜
樹
、
山
村
、
姻
霧
の
中
。

断
雲
を
逐
ひ
、

せ
ば

四
六

『
莫
陰
集
』
に
保
存



中
井
竹
山
の
詩
に
つ
い
て
の
覺
書

＊
夜
中
獨
起
復
題

鮫
舞
龍
吟
片
月
流

右
に
畢
げ
た
五
首
は
、
『
霙
陰
集
』
に
所
牧
さ
れ
て
い
る
千
四
百
餘
首
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
る
七
言
絶
句
の
な
か
か
ら
抜
き
出
し
た
も

の
で
あ
る
。
竹
山
の
律
詩
や
絶
句
は
、
古
典
の
衣
裳
を
脱
か
れ
、
ま
た
ご
つ
ご
つ
し
た
誼
み
に
く
い
字
句
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
清
新
で

活
々
と
し
た
抒
情
的
小
詩
は
、
長
篇
の
古
詩
や
三
十
韻
、
五
十
韻
も
あ
る
排
律
よ
り
も
、
よ
り
親
し
み
の
も
て
る
も
の
で
あ
る
。

〔
附
記
〕
本
稿
に
つ
い
て
、
木
村
英
一
先
生
（
大
阪
大
學
名
唇
敦
授
）
、
高
木
正
一
先
生
（
立
命
館
大
學
名
料
敦
授
）

た
こ
と
を
記
し
、
あ
わ
せ
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
申
し
あ
げ
る
。

一
九
八

0
年
七
月
於
大
阪

人
在
琶
湖
百
尺
槻

整
衣
残
夜
獨
回
頭

誰
知
満
目
灌
然
後

誰
か
知
る
満
目
の
滴
然
た
る
後
、

人
、
琶
湖
の
百
尺
槻
に
在
る
を
。

め
ぐ

衣
を
整
へ
て
残
夜
に
獨
り
頭
を
回
ら
す
。

う
た

鮫
舞
ひ
龍
吟
ひ
片
月
流
る
。

知
是
賂
軍
射
虎
還

知
る
是
れ
将
軍
の
虎
を
射
て
還
る
を
。

沙
場
日
暮
黄
塵
起

沙
場
日
暮
れ
て
黄
塵
起
り
、

秋
風
吹
老
玉
門
闊

秋
風
吹
き
老
ゆ
玉
門
闊
゜

啜
騎
奔
逃
蜂
花
閑

＊
邊
城
詞

虜
騎
、
奔
逃
し
て
蜂
火
閑
な
り
、

四
七

の
御
指
導
を
得




